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日本近海産キヌタレガイ類（二枚貝綱）の貝殻構造
Shell microstructures of Japanese modan solemyids (Bivalvia)
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軟体動物の貝殻は，炭酸塩と微量な有機物で構成され，炭酸塩結晶の形態や配列に基づく貝殻構築構造と呼ばれる構造
単位を作る．この構築構造は，普通近縁種で類似の構造をとる（魚住・鈴木,1981）ことが知られている．Solemyidae（キ
ヌタレガイ科）は，SolemyaとAcharaxの二属に区別され（Coan et al.,2000），二属が分岐したジュラ紀以前から硫黄酸化
菌を鰓内に共生する化学合成二枚貝としての特異な生活型を確立していたと考えられている（Pojeta, 1988; Imhoff, 2003）．
また，Solemyaは一般に浅海域に生息し，Acharaxは冷湧水場や熱水場を含む深海に多く生息する（Coan et al.,2000）．日
本近海産 5種の Solemyidaeについての構築構造はまだ検討されたことがないため，本研究は、上記 5種の構築構造を記
載し、構築構造の組み合わせと分類および生息環境との関係を考察することを目的とする。
　本研究では，日本近海産Solemyidae５種（Solemya pusilla，Solemya tagiri，Solemya pervernicosa，Acharax japonica，

Acharax johnsoni）を用い，� Taylor and Glover（2008），Kamenev（2009）に基づいた殻頂付近の形態に基づいた分類
の再検討と� SEM観察に基づく構築構造の記載を行い，これらの結果を比較および検討した．
　殻頂付近の内表面観察の結果，A.japonicaとA.johnsoniは靱帯が外在することからAcharaxに分類され，Solemya pusilla

とSolemya tagiri，Solemya pervernicosaは，靱帯が内在することからSolemyaに分類された．
　 SEMによる構築構造の観察の結果，A.johnsoniの外層は，有機シートが網目状に張り巡らされた構造で，内層は複合

交差板構造であった．A.japonicaの外層は成長方向に長く伸張した稜柱構造（radialy elongate simple prismatic；RESP,Carter
, 1990）で，内層は薄板構造もしくは均質構造であった．S.pervernicosaの外層は RESPで稜柱の内部は顆粒状結晶で充
填される．中層は複合交差板構造，内層は不規則稜柱構造であった．S.tagiriの外層は RESPで，で稜柱の内部は顆粒状
結晶で充填される．中層は均質構造，内層は不規則稜柱構造もしくは複合交差板構造であった．S.pusillaの外層は RESP
で，稜柱内部は外表面側から顆粒状結晶もしくは針状結晶の薄層，貝殻表面に斜行する針状結晶，顆粒状結晶で構成さ
れる．内層は均質構造であった．
　以上の結果から，構築構造による分類と殻頂付近の形態に基づいた分類には整合性がみられなかった．A.japonicaが

外層にSolemyaと共通の RESPをもつのに対し，A.johnsoniの外層はこれまでに知られていない未記載の構築構造が観察
された．本種の有機シートの複雑な配列は冷湧水場や熱水場のような炭酸塩溶解圧の高い環境に適していると考えられ
る．　
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